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2024 年 2 月 21 日、文部科学省 共同利用・共同研究システム形成事業 学際領域展開

ハブ形成プログラムキックオフシンポジウムがホテル金沢に於いて盛大に開催されました。 
この画期的なプログラムは、我が国が直面する超高齢社会問題の解決策として、健康寿命

の延伸を目指し、異分野間の融合を促進することを目的としています。金沢大学がん進展制
御研究所が申請機関となり、東北大学加齢医学研究所、大阪大学微生物病研究所、慶應義塾
大学先端生命科学研究所が参画することで、各分野の専門機関が連携し、がん、老化、炎症、
代謝といった研究領域を結びつけることで、新たな科学の地平を切り開くことを目的とし
て、令和 5 年度から始まった事業となります。10 年間の長期に渡るプロジェクトの初年度
ということで、本事業の今後の飛躍的発展のための土台作りとして、『健康寿命の延伸に向
けた集合知プラットフォームの形成』を中心テーマとしたキックオフシンポジウムとなり
ました。教職員や大学院生、さらには学部生も加えた 79 人が参加し、それぞれの発表に対
して、活発な質疑応答や意見交換が行われ、本プログラムへの大きな期待を感じさせるもの
でした。 
各研究所を代表する研究者 7名の方々による講演ということで、『がん細胞とグリア細胞

の相互作用』、『乳がんにおけるアミノ酸トランスポーターの役割』、『エピトランスクリプト
ームを介した加齢生物学の理解』、『細胞老化と腸内細菌の関連』、『造血幹細胞の恒常性維持
機構』、『血管性がん微小環境の研究』、『環境ストレス応答と硫黄代謝』に関する最新の研究
成果を紹介して頂きました。これらの研究は、がんの進行制御、老化メカニズムの解明、健
康寿命の延伸、疾患治療法の開発に貢献する可能性を秘めており、各研究は生命科学の多様
な領域にまたがる革新的なアプローチを用いた非常にエキサイティングな内容でした。が
んを含む生活習慣病、老化、慢性炎症、代謝異常、遺伝、環境など様々な要因が複雑に絡み
合って規定される『健康寿命科学』は、まさに 21世紀を象徴する、領域を超えた連携・ハ
ブ形成による学際領域の開拓が必要な研究分野であることを改めて実感された方も多くい
たかと思います。 
今回のシンポジウムは、これまで培ってきた研究所ネットワークをより強固なものにす

ると共に、健康寿命に大きな影響を与える身体の恒常性維持を理解するための、がんなどの
加齢関連疾患や老化現象自体に対する医学生物学的な深い知識を集約した＜集合知＞のプ
ラットフォームの形成の礎となる貴重な機会となりました。シンポジウムにご参加頂きま
した皆様、開催にご協力頂きました皆様方に、心より御礼申し上げます。 

（文責：城村） 
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